































































































































































































































































































































































































































































に印刷教材『自立学習の手引き 読む・書く・関う ~ 1めがあり，これを通信指導
とスクーリングとで利用していた。この印刷教材を作成した私を含む開放制教育教材






































































































企画・内容の立案とコース・チームの構築に約 1年， クランクイン後には全 16
元を撮り終えるのに 10ヶ月を要した。撮影は月あたり 2本のペースである。草稿執
筆者である担当教員は 1カ月半ごとに撮影のローテーションが回ってくる。この撮影
と撮影の間に，原案と構成台本の調整，出演者のオーディジョン，仮編集とそのチェッ
クがある。したがって，足かけ 2年はハードスケジュールである。ただすでに印刷教
材と CD-ROM教材とがあったので，短期間で済んだのである。また，コーディネーター
も草稿執筆者も出演する講師も印刷教材や CD-ROM教材の制作に関与していた人で、
ある。この三役は重複しているので，実質4名であった。したがって， コンテンツの
決定には細かな議論をする必要が少なく，短期間で終ったのである。しかし印刷教
材の編集からの時間を総計すると，足かけ 10年近くを要したことになる。
クランクイン後に時間を要したのは，印尉教材や CD-ROM教材などの方針と内容
をシナザオ・ライタ-1名と 3名のディレクターに理解してもらうことであった。シ
ナリオ・ライターはコーディネーターや草稿執筆者の考えを，ディレクターが正しく
映像化できるように仲介する重要なポストである。コーディネーターと草稿執筆者と
は文章を書くことはできても，それを映像化する技法は持ち合わせていない。したがっ
て，映像台本を書くシナリオ・ライターは映像化には欠かせない。この台本の趣旨を
映像化するべく現場での指示を出すディレクターも欠かせない。
コース・チームで多数を占めたのは 16単元もあるので，出演えきであった。台本に従っ
て鎧期間で台詞や演技を覚えてもらうために，特定の出演者に偏ることはできない。
総勢約20名に及んだ。多くの出演者は通常の俳優・声優としての仕事とは異なるので，
とまどいが見られた。学生役になったりレポータ一役になったりして演技をする必要
があったからである。この点，講師は出演者としては慣れていないために「あがるj
ことはあっても，大学でライブの授業をしているので特別にむずかしいことはない。
以上， コース・チームは 30名を超える大所帯である。そのメンバーのほとんどは
制作会社が選定した。したがって，印刷教材であったならば中核となるコーディネー
ターや草稿執筆者は制作会社を信頼して仕事を進めることになった。
途隠高等教育の原理と教材開発の課題 161 
なお， コース・チームにはいないが，試作品への評価を専門家と学生モニターとに
依頼する予定であった。この結果に基づき， コーディネーターなどが可能なかぎり修
正する予定であった。しかしこの外部評価は完成までにはできなかった。ただ完成
後，実験的に行った 16)。結論は断定できないけれども，印糊教材， CD-ROM教材，
映像教材それぞれの役割があることはわかった。当然ながら，当初からそれぞれの教
材の特長を考え，その独自性を考慮した教材の開発・制作が必要であることが判明し
た。
16) 白石克己・JlIB3隆雄・関口英皇・鈴木克夫・武内雅俊「大学導入教育における 3つの異な
るメディアの比較研究一自立学習支援教材『読む・書く・問う』の印刷教材・ CD-ROM絞・
ビデオ版を使ってー」日本教育工学会第 18@]大会 (2002年)一般研究発表
